
第２次天理市地域公共交通総合連携計画

平成２６年４月

天 理 市



目 次

第１章 策定の背景・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ １

第２章 天理市の公共交通の現状・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ２

１．天理市の概況・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ２

（１）位置・地勢等・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ２

（２）人口・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ３

（３）高齢者（65 歳以上）人口・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ５

２．交通現況の整理・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ８

（１）通勤・通学流動・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ８

（２）交通機関別旅客輸送状況・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ９

（３）道路交通の状況・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 11

（４）鉄道の現況・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 13

（５）バス交通の現況・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 15

３．公共交通空白地帯の分布状況・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 23

４．福祉バス等の状況・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 25

第３章 市民意識および利用者意識の把握・・・・・・・・・・・・・・・・ 26

１．意識調査の概要・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 26

２．市民意識調査結果の概要・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 27

（１）回答者のプロフィール・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 27

（２）運転免許と自動車の保有状況・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 29

（３）駅・バス停名称の認知状況と所要時間・・・・・・・・・・・・・・ 30

（４）市民の外出頻度と外出目的・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 31

（５）外出頻度に対する満足状況・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 32

（６）思うように外出できない理由・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 32

（７）JR 桜井線の利用状況と満足度・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 34

（８）近鉄天理線の利用状況と満足度・・・・・・・・・・・・・・・・・ 36

（９）市内の路線バスの利用状況と満足度・・・・・・・・・・・・・・・ 38

（10）コミュニティバス「いちょう号」の利用状況と満足度・・・・・・・ 40

（11）デマンド型乗合タクシー「ぎんなん号」の利用状況と満足度・・・・ 43

第４章 天理市地域公共交通総合連携計画・・・・・・・・・・・・・・・・ 46

１．基本的な方針・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 46

２．計画区域・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 47

３．計画の目標・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 47

（１）計画目標・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 47

（２）数値目標・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 48

４．計画期間・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 48

５．本計画に位置づける事業・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 49

６．全体事業スケジュール・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 52



第１章 策定の背景

天理市では、「誰もが安心してくらせる街」や「にぎわい、つながる街空間」を目指し

て、高齢者の日常生活サポートの充実や、天理駅前の活性化、市民の満足度と利便性の向

上を最優先としたインフラ整備等の施策展開を図ろうとしているところである。

こうした施策を推進する上で不可欠となるのが、地域住民の自立した日常生活及び健康

づくり・学習活動・ボランティア活動等の社会生活を確保するための利便性の高い地域公

共交通網である。活力ある都市活動の実現や交通に係る環境への負荷の低減を図るために

も、地域公共交通の活性化及び再生の推進は、本市にとって引き続き極めて重要な課題で

あると考えられる。

本市における公共交通サービスの現況をみると、鉄道網ではＪＲ桜井線が市中心部から

南北方向へ、また近鉄天理線が市中心部から西方向へ運行している。また路線バス網は、

市中心部から国道 169 号線を南北方向に運行するルートと、市中心部から東部山間部に

向けたルートで運行している。

また、平成 20 年 4 月に策定された第１次「天理市地域公共交通総合連携計画」のもと

で、平成 21 年１月よりコミュニティバス「いちょう号」を市中心部から西長柄方面への

１ルートで運行開始し、さらには平成 24 年４月よりデマンド型乗合タクシー「ぎんなん

号」が市を心部と東・西・南・北各エリアを結んで実証運行している。「ぎんなん号」は、

平成 26 年 4 月から運行エリアを拡大して本格運行に移行する予定である。

このような取り組みが奏功し、第１次「天理市地域公共交通総合連携計画」で目標とし

ていた「公共交通空白地帯の解消」は概ね達成される。

一方で、東部中山間地域で運行している路線バスの運行頻度は 1 日片道３～４便程度と

低く、利用離れが進んでいる。また、天理都祁線と天理桜井線については、平成２４年１

０月、奈良交通(株)より、行政からの支援なしでは維持が困難であるとの申し入れがあり、

路線の存続や新たな交通サービスの転換を含めた運行効率化について、奈良県地域交通改

善協議会において検討を進めている。鉄道についても路線間の乗り継ぎ利便性の向上や施

設のバリアフリー化等に課題を抱え、市内 7 駅中、近鉄天理駅や JR 天理駅など 5 駅にお

いて利用者が減少している。今後は、急激な少子高齢化の進展や、モータリゼーションの

進行に伴い、天理市地域公共交通の維持活性化の困難さは次第に増すものと考えられる。

公共交通にかかる制度面においては、平成 19 年 10 月 1 日に「地域公共交通の活性化

及び再生に関する法律」が施行され、新しい枠組みによる制度が整えられた。第１次「天

理市地域公共交通総合連携計画」はこの制度の下で策定されたものであり、「公共交通空

白地帯の解消」を中心目標に据えて施策を展開してきたが、計画期間が平成 26 年 3 月で

満了する。そこで、引き続き「地域公共交通の活性化及び再生に関する法律」の枠組みを

活用しつつ、本市地域公共交通の維持・改善に向けた計画的な取り組みを講ずるために、

本「第２次天理市地域公共交通総合連携計画」を策定するものである。
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第２章 天理市の公共交通の現状

１.天理市の概況

（１）位置・地勢等

本市は、奈良県北部の大和平野中央東部および大和高原中央西部の一部を占めており、

大阪市の中心から 30 ｋｍ圏に位置している。周囲は、北を奈良市と大和郡山市、西を川

西町・三宅町・田原本町、南を桜井市、東を奈良市（旧都祁村）に接している。

市域の広がりは東西 14.9 ｋｍ、南北 10.6 ｋｍにわたり、面積 86.37 ㎢であり、奈良県

の総面積 3,361.1 ㎢の 2.3 ％を占めている。

地形は、市域の西部にあたる大和平野に位置する平野部、奈良盆地東縁周辺の山麓斜面

地、市域東部にあたる大和高原山間部の３つの地域に区分される。

土地利用状況は、市域の約４割が山林、３割強が農地であり、都市的な土地利用のうち、

集落地を含めた都市的形態をなしている市街地は１割強で、天理総合駅を基点とする鉄道

駅周辺および幹線道路沿いに市街地が形成され人口が密集している状況である。

特に本市は、天理教の宗教文化都市として発展し、国内外から参拝者が多数訪れる特色

ある街であり、また東部山麓には日本最古の主要道路といわれる「山の辺の道」が通るな

ど風光明媚な観光地として全国的にも知られた地域である。

図１．天理市の位置
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（２）人口

① 総人口の推移

○人口は約 7 万人であり、平成 7 年をピークに減少傾向

・平成 22 年国勢調査における天理市の総人口は、約 7 万人(69,178 人)となっており、平

成７年の約 7.4 万人をピークに減少傾向に転じている。

図２．天理市の人口の推移

出典：国勢調査
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② 人口分布

○天理駅周辺と近鉄天理線沿線に人口が集中

・人口は天理駅を中心に集中しているが、平野部全域に拡がっている。

・東部の中山間地帯にも約 2000 の人口があり、広く分散している。

図３．町別人口 出典：平成 22 年国勢調査結果より作成

図４．人口の分布 出典：平成 22 年国勢調査結果より作成
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（３）高齢者（65 歳以上）人口

① 高齢者人口の推移

○増加の速度を増す高齢者人口

・天理市における高齢者人口は、平成 22 年国勢調査において 14,364 人となっており、高

齢者率は 20.8 ％である。高齢者数・高齢化率とも増加の速度を増しており、今後も更な

る高齢化の進行が予想される。

図５．天理市の高齢者人口と高齢化率の推移

出典：各年の国勢調査結果より作成
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② 高齢者の分布

○中心部および南部、山間部に集中。山間部の高齢化率は 30 ％超

・高齢化率を校区別に見ると、福住校区の 41.9 ％を筆頭に、櫟本校区が 29.6 ％、柳本校

区が 27.6 ％の順となっている。

・高齢化率を町別に見ると、東部中山間地帯で高齢化率が 30 ％を超え、福住町で 44.8 ％

長滝町で 48.2 ％に達している。

・高齢者は、天理・前栽・櫟本・柳本の各駅周辺に集中しつつ、広く分散している。

図６．校区別の高齢化率

出典：平成 22 年国勢調査結果より作成

表１．校区別の高齢化率

校区 高齢化率(平成 22 年)

丹波市校区 １８．８％

山の辺校区 １８．１％

前栽校区 １４．１％

井戸堂校区 ２１．０％

二階堂校区 ２１．７％

朝和校区 １８．１％

櫟本校区 ２９．６％

柳本校区 ２７．６％

福住校区 ４１．９％

出典：平成 22 年国勢調査結果より作成
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図７．各町の高齢化率 出典：平成 22 年国勢調査結果より作成

図８．高齢者の分布 出典：平成 22 年国勢調査結果より作成
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２．交通現況の整理

（１）通勤・通学流動

○奈良市・大和郡山市・桜井市・橿原市や大阪市との結びつきが強い

・平成 22 年の天理市の通勤・通学流動をみると、奈良市との流動が流入・流出ともに最

も多くなっている。次いで大和郡山市との流動が流入・流出ともに多く、桜井市、橿原市

や田原本町との流動がそれに次いでいる。また、天理市からの通勤・通学先において、大

阪市は奈良市、大和郡山市に次ぐ第３位となっている。

・平成 17 年と比較すると、奈良市への流出が 4244 人から 3877 人に、流入が 4340 人から

3804 人に、大和郡山市への流出が 2378 人から 2227 人に、流入が 1813 人から 1515 人に

それぞれ減少するなど、大半のペアにおいて流動量が減少している。

図９．天理市に関連する通勤・通学流動（平日）

注：200 人以上のみを表記している
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（２）交通機関別旅客輸送状況

① 発生集中交通量でみた交通機関の利用状況

ア.地域別にみた交通機関の利用状況

○自動車の分担率は５割以上で、10 年間で約 10 ポイントの上昇。公共交通は 1 割程度

・天理市の平成 22 年の発生集中交通量からみた交通機関の利用状況をみると、全目的で

は自動車の分担率が 55.8 ％と最も高く、次いで徒歩、鉄道となっている。自動車の分担

率は、平成 12 年（46.0 ％）から約 10 ポイント高まっている。

・公共交通については、全目的の分担率において鉄道が 10.5 ％となっているものの、バ

スは 1.1 ％にとどまっている。

・目的別では、出勤・自由・業務目的に関して、自動車分担率が６割を超えている。公共

交通の分担率は、登校目的では鉄道が 30.4 ％、バスが 2.0 ％となっているが、他の目的で

は数％～ 10 数％にとどまっている。

図１０．天理市の発生集中交通量からみた交通機関の目的別分担率（平日）

出典：第５回近畿圏パーソントリップ調査（平成 22 年）および第４回京阪神都市圏パー

ソントリップ調査（平成 12 年）より作成
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イ.免許を保有しない人の交通機関の利用状況

○二輪車・自転車・徒歩が約６割、鉄道・バスの分担率は免許保有者の２倍以上

・免許保有状況別の分担率をみると、免許保有者は自動車分担率が７割以上であるのに対

し、免許非保有者の自動車分担率は約２割であり、二輪車・自転車・徒歩の分担率が６割

以上となっている。

・鉄道・バスの分担率は、免許保有者が 8.2 ％であるのに対し、免許非保有者がその２倍

以上の 19.1 ％となっている。

図１１．天理市の発生集中交通量からみた運転免許保有状況別交通機関分担率（平日）

出典：第５回近畿圏パーソントリップ調査（平成 22 年）より作成
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（３）道路交通の状況

① 路線別交通量

○国道 24 号、国道 169 号と名阪国道に集中

・天理市内の道路交通量を路線別にみると、東西方向では名阪国道、南北方向では国道 24

号および国道 169 号の交通量が多い。

図１２．自動車交通量（平日 24 時間）

出典：平成 22 年度道路交通センサス
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② 混雑度

○南北方向軸に関して混雑度が著しく高い

・天理市内の道路の混雑度については、国道 24 号（中町中川交差点以南）、国道 169 号、

県道 51 号（喜殿町－武蔵町間）といった南北方向路線において、混雑度が 1.5 以上とな

っており、慢性的に交通渋滞が発生している状況である。県道 51 号の大和神社前～名阪

国道～蔵之庄町間の混雑度も 1.0 を超えている。

・東西方向については名阪国道等において混雑度が 1.0 を上回っているものの、混雑度

が高い路線は南北方向と比較して少ない。

図１３．道路の混雑度

出典：平成 22 年度道路交通センサス

12



（４）鉄道の現況

① 駅別乗降人員

○近鉄天理駅の利用者数が最も多い

○近鉄天理駅、JR 天理駅、近鉄二階堂駅と近鉄前栽駅で、利用者数がバリアフリー化の

基準を上回っている

・天理市内各駅の１日あたりの平均的な利用者数をみると、近鉄天理線の始発駅である天

理駅の利用者が 13958 人と最も多い。次いで JR 桜井線の天理駅が 5286 人となっている。

・市内の７駅のうち、近鉄前栽駅と JR 櫟本駅を除く全駅で利用者が減少している

・バリアフリー法に基づく「移動等円滑化の促進に関する基本方針」では、1 日あたりの

平均的な利用者数が 3000 人以上のすべての鉄軌道駅を平成 32 年度末までにバリアフリー

化する目標が掲げられている。この基準に達する駅は近鉄天理駅、JR 天理駅のほか、近

鉄二階堂駅（１日あたりの利用者数は 3746 人）、近鉄前栽駅（１日あたりの利用者数は 3056

人）である。

図１４．市内鉄道駅の１日あたりの平均的な利用者数の推移

注：乗車人数を２倍して、利用者数としている

出典：天理市統計情報より作成
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② 駅端末における交通機関分担率

○徒歩と二輪車の割合が高い

・鉄道駅への端末交通機関の分担率をみると、JR 桜井線櫟本駅、近鉄二階堂駅、近鉄前

栽駅および JR 桜井線柳本駅では徒歩が５割を超え、次いで二輪車が 20 ～ 40 ％台となっ

ている。

・JR 桜井線長柄駅では二輪車の分担率が約６割であり、次が徒歩である。

・近鉄天理駅と JR 天理駅の端末交通機関は徒歩と二輪車が主流であるが、自動車も２割

弱存在し、バスを端末交通とする利用者も存在している。

・近鉄二階堂駅と近鉄前栽駅を除く５つの駅では、徒歩での利用者の割合が減少する一方、

二輪車や自動車での利用者の割合が増加している。

図１５．市内鉄道駅の端末交通機関分担率の推移

出典：天理市統計情報より作成
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（５）バス交通の現況

○天理駅を中心に路線バスが南・北・東へ、コミュニティバスが南西へ運行

○デマンド型乗合タクシーが空白地帯をカバー

○路線バスの天理都祁線、天理桜井線について新形態での運行確保等の検討を進めている

○これまでの利用促進策に加えて、付加価値を高める取り組みが必要となる

○隣接市町のコミュニティバス等との連携を検討する必要がある

・路線バスは、天理駅を起終点として運行されている。各系統等の便数と運行時間帯は、

天理駅から柳本・桜井駅北口方面が平日片道 19 本（運行時間帯は 5-21 時台）、天理大学

方面が平日片道 6 本（運行時間帯は 8-17 時台）、苣原・上山田・国道針・針インター方面

が平日片道４本（運行時間帯は 12-18 時台）、国道福住・山辺高校・国道山添方面が平日

片道 6 ～ 7 本（運行時間帯は 7-18 時台）、シャープ総合開発センター方面が平日片道 17

本（運行時間帯は 7-21 時台）、櫟本・奈良駅西口方面が平日片道 44 本（運行時間帯は 5-22

時台）、憩の家外来棟への区間便が平日片道 3 本（運行時間帯は 10-15 時台）である。

図１６．天理市のバス路線網

表２．天理駅発の路線バス（平成 25 年 3 月 17 日改正） 出典：奈良交通バス案内ｼｽﾃﾑ

方面 平日片道便数 運行時間帯

（天理駅発時刻）

柳本・桜井駅北口方面 １９ ５－２１時台

天理大学方面 ６ ８－１７時台

（天理大学開校日のみ）

苣原・上山田・国道針・針インター方面 ４ １２－１８時台

国道福住・山辺高校・国道山添方面 ６ ８－１７時台

（山辺高校登校日は７）

シャープ総合開発センター方面 １７ ７－２１時台

（シャープ休業日は１１）

櫟本・奈良駅西口方面 ４４ ５－２２時台

憩の家外来棟行 ３ １０－１５時台
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・一部のバス路線については、赤字に悩む運行事業者からの申し出（奈良交通株式会社「中

南部地域のバスネットワーク確保に向けた協議開催について」、平成 24 年 10 月 22 日）を

受け、奈良県地域交通改善協議会（会長：奈良県知事）おいて、新たな形態での運行確保

等が検討されている。

・検討対象となっているバス路線は、奈良県中南部地域の広域バス 25 路線 45 系統であり、

これらのうち天理市に関係するものは表３の通りである。

・奈良県地域交通改善協議会では、検討対象となっているバス路線の新たな運行モデルを

提示している。天理市においても、この運行モデルを参考にしつつ、コミュニティバスや

デマンド型乗合タクシーの活用も含めて、対象となった２路線４系統の維持方策や代替手

段について検討を進める必要がある。

表３．新たな形態での運行確保等が検討されているバス路線

路線名 運行系統 輸送人員 経常損益 補助金額 補助金込経常損益

（人） （千円） （千円） （千円）

天理都祁 天理駅～山辺高校 36,354 -1,942 3,268 1,325

天理駅～針インター 16,393 -12,436 9,828 -2,608

天理桜井 天理駅～桜井駅北口

（川合東口） 106,878 -39,378 25,010 -14,369

天理駅～桜井駅北口

（粟殿口）

注：輸送人員は平成 24 年 10 月 1 日～平成 25 年 9 月 30 日の年間実績

経常損益と補助金額は平成 27 年度（平成 26 年 10 月 1 日からの 1 年間）の

見込額、補助金額は国と県の補助金の合計額

出典：奈良交通試算 協議対象路線の概要（天理市関係分）より作成
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・天理市コミュニティバス「いちょう号」は、１乗車 100 円であり、定時定路線型で誰で

も乗車可能である。天理駅と西長柄方面を結び、運行は平日のみで、便数は１日５便（内

回り３便、外回り２便）、運行時間帯は天理駅発 8 時半～ 16 時 20 分である。使用車両の

乗車定員は 12 人である。

・いちょう号の利用状況は下図の通りであり、年間利用者数・１日平均利用者数とも順調

に伸びている。平成 24 年度の 1 便平均利用者数は 7.77 人である。

・天理市デマンド乗合タクシー「ぎんなん号」は、会員制・完全予約制の運行形態となっ

ている。天理駅・市中心部から東エリア（山田町・福住町・長滝町）、西エリア（庵治町）、

南エリア（武蔵町・海知町・檜垣町・遠田町）、北エリア（県営櫟本西部団地）を結んで

おり、それぞれ平日のみ片道５便が運行され、運行時間帯は天理駅発８時台～ 16 時台で

ある。利用料金は１乗車 300 円（東エリアのみ 500 円）となっている。利用に際しての予

約時間は、午前便が前日の 17 時まで、午後便が当日発車時刻の 2 時間前までである。

・ぎんなん号の 1 日あたり利用客数は、平成 24 年度で 8.58 人であり、会員登録者数は 847

人である（平成 25 年 2 月現在）。

・いちょう号・ぎんなん号に対しては、利用促進策が講じられてきた（表４）。

・全国各地では、コミュニティバス等の付加価値を高める取り組みが行われている（表５）。

天理市においても、コミュニティの活性化・観光振興・買い物支援・配送手段・交通安全

・防犯・見守り・教育・環境意識啓発・広告手段等の用途への活用策を積極的に講じるこ

とで、いちょう号・ぎんなん号の存在意義をさらに高めることが可能となる。

・天理市に隣接する奈良市、大和郡山市、桜井市、田原本町がコミュニティバスやデマン

ド型乗合タクシーを運行し、また川西町も実証運行中であり、相互乗り入れや接続等の連

携による利便性向上や経費削減の可能性を検討することが求められる（表６）。

図１７．いちょう号の利用状況

出典：天理市地域公共交通活性化協議会資料

表４．いちょう号・ぎんなん号に対する主な利用促進策

・利用状況や要望を受けて、いちょう号のダイヤを改正（平成 23 年 7 月）

・ぎんなん号乗務員によるポスティングの実施（平成 24 年 5 月より順次実施）

・市広報誌で、ぎんなん号利用促進のための広報実施（平成 24 年 7 月ほか）

・ぎんなん号の予約時間の延長と当日予約受付を開始（平成 25 年初より）

出典：天理市地域公共交通活性化協議会議事録
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表５．コミュニティバス等の付加価値を高める取り組み事例

１．コミュニティ活性化への活用

・バス待合所の活用によるコミュニケーションの場の創出（長野県木曽町）

・沿線住民ボランティアガイドによるウオーキングツアーで都市部と中山間地域の交

流を促進（愛知県岡崎市、住民が順路看板の設置等も行う）

・沿線地区がお花見などコミュニティタクシーに乗車する催事を企画し、コミュニテ

ィ活動の活性化に寄与（山口県山口市）

・高齢者の外出と社会参画促進のためにコミュニティバス等を活用（各地）

２．観光振興への活用

・空港や鉄道会社とタイアップした広報と、モデルコースの設定、ボランティアガイ

ドの乗車、施設入場料の割引特典の付与などによる観光客誘致（愛知県常滑市）

・イベントや紅葉の季節に鉄道とタイアップした企画券を販売（滋賀県東近江市）

３．買い物支援への活用

・協力店舗で一定金額以上の買い物をした人に、市内の路線バスとコミュニティバス

で利用できる 100 円分のバス補助券を進呈（茨城県守谷市）

・全国の市町村が実施している食料品購入等の支援策として「コミュニティバス、乗

合タクシーの運行等に対する支援」が 71.3 ％で圧倒的に１位（農林水産省による

平成 24 年度の調査。回答市町村は 990）

４．配送手段としての活用

・村営バスで小荷物（１個 200 円）、新聞（1kg43.80 銭）を配送（奈良県十津川村）

５．交通安全への活用

・自主的に運転免許証を返納した 65 歳以上の方に対して、路線バス回数券(3,400 円

分）を年間 24 冊、３年間支給（香川県小豆島町）

・バス車両やバス営業所等を活用した交通安全教室や乗り方教室の開催（各地）

６．防犯への活用

・バス利用者や地域住民の自主防犯活動の気運を醸成する目的で、「いかのおすし一

人前」という啓発メロディーや、各種犯罪被害防止の注意を喚起するアナウンスを

コミュニティバスから流す（奈良県天理市）

７．見守りと防犯・防災への活用

・外出支援サービスの一環として ICT（情報通信技術）を利用したデマンドバス予約

システムを構築し、これを高齢者・障害者等の見守りサービスや、地域全体の防犯

・防災情報配信サービスにも活用（三重県玉城町）

８．教育の一環としての活用

・地元大学生が授業の一環として車両をデザイン（東京都小平市）

９．環境意識啓発への活用

・バス・エコ・サポーターズクラブ（年会費制で土日祝日乗り放題）（栃木県佐野市）

・家庭や学校給食から廃食油を回収してバイオディーゼル燃料を製造し、軽油と混合

してバスを運行（滋賀県東近江市）

１０．広告手段としての活用

・協賛企業や協賛個人を募集し、協賛企業名をバス車内等に掲出（三重県松阪市）

・バス停オーナー制度（ネーミングライツ）による支援金収入（静岡県富士宮市）

参考資料：

・（財）運輸政策研究機構（平成 23 年 3 月）『全国の地域交通活性化先進事例集』

・経済産業省「平成 24 年度地方公共団体における買い物弱者支援関連制度一覧」

・全国町村会「「明るく・元気で・長生き」できる町を目指して！～ ICT を利用した

安心・元気な町づくり～」 http://www.zck.or.jp/forum/forum/2781/2781.htm

・農林水産省（平成 25 年 6 月）「「食料品アクセス問題」に関する全国市町村アンケー

ト調査結果概要」http://www.maff.go.jp/j/shokusan/eat/syoku_akusesu.html

・十津川村「村営バスの概要」http://www.jiam.jp/case/upfile/0034_1.pdf

・天理市地域公共交通活性化協議会議事録
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表６．隣接市町のコミュニティバス等と連携可能性

市 概要 運行曜日・回 主な経由地 天理市ぎんなん号・いちょう号

町 数・運賃等 との連携可能性

奈 「都祁地域コミ ・平日と土曜 奈良市都祁 ・ぎんなん号と都祁コミュニテ

良 ュニティバス」 ・各コース６ 行政センタ ィバスとの接続停留所を新設

市 が北・西・南の 回運行 ー、都祁公 し、双方のダイヤを調整して

３コース運行 ・利用者制限 民館、針テ 接続を図る等が考えられる

なし ラスなど ・連携することで、路線バス天

・無償 理都祁線の代替ルートを形成

できる可能性がある

大 コミュニティバ ・平日 JR 郡 山 駅 ・「元気治道号」は天理市の南

和 ス３路線のうち ・３回 東口、近鉄 六条町、喜殿町、櫟本町天理

郡 「元気治道号」 ・利用者制限 郡山駅など 団地などを乗降扱い無しで通

山 が天理市内を通 なし 過している。これらの地区に

市 過 ・100 円 停留所を新設することで、大

和郡山市中心部へのアクセス

改善を図ることが考えられる

桜 定時ダイヤ型の ・月木金 各家の前か ・桜井市側の利用者が上之郷地

井 デマンド型乗合 ・４回 ら桜井駅、 区および初瀬川上地区の一部

市 タクシーが天理 ・利用者を地 中和病院を の住民の登録者に限定されて

市境附近の上之 区住民の登 直結 いることから、困難と考えら

郷地区に運行 録者に限定 れる

・500 円 ・ただし、桜井市に隣接する上

仁興町、藤井町等から中和病

院や桜井駅方面への移動ニー

ズによっては、連携について

検討の余地がある

田 デマンドタクシ ・平日 田原本駅、 ・いちょう号が田原本町内を乗

原 ーを町全域で運 ・８回 国保中央病 降扱い無しで通過しており、

本 行 ・利用者を町 院、奈良県 停留所の新設により、天理市

町 民に限定 総合リハビ 内への利便性を向上すること

・300 円 リセンター が可能となる

などの主要 ・ぎんなん号の南エリアと西エ

施設と、ほ リアは田原本町境を走行して

ぼ全ての自 おり、相互に境界をまたいで

治会に停留 乗り入れをすることで、天理

所がある 市民に国保中央病院へのアク

セスを提供できるなどの利点

が出てくるものと考えられる

川 コミュニティバ ・平日 近 鉄 結 崎 ・吐田コースはぎんなん号・い

西 ス「川西こすも ・4 便 駅、川西町 ちょう号運行エリアの庵治町、

町 す号」のうち吐 ・利用者制限 役場、各町 嘉幡町付近を運行している

田コースが天理 なし 公民館等 ・連携できれば天理市側から近

市境附近を運行 ・無償 鉄結崎駅へ、川西町側から天

理市内への接続が可能となる

注：奈良市の月瀬線等、天理市境から遠く離れたコミュニティバス等は省略している

出典：奈良県「コミュニティバス等の運行状況（平成 25 年 4 月 1 日現在）」、桜井市地域

公共交通活性化協議会「桜井市地域公共交通総合連携計画 事業計画（平成 21 年 11

月）」、田原本町「ももたろう号停留所一覧」、川西町地域公共交通会議資料（平成 25

年 6 月 7 日）および川西町まちづくり推進課への聞き取り調査より作成
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図１８．奈良市「都祁地域コミュニティバス」との連携可能性（１）

図１９．奈良市「都祁地域コミュニティバス」との連携可能性（２）
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図２０．天理市内を通過する大和郡山市コミュニティバス「元気治道号」

図２１．田原本町内を通過する天理市コミュニティバス「いちょう号」
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図２２．川西町「こすもす号」との連携可能性
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３.公共交通空白地帯の分布状況

○東西南北に存在する公共交通空白地帯

・天理市では、第１次の「地域公共交通総合連携計画」のもとで、「いちょう号」「ぎん

なん号」に代表される公共交通空白地帯解消施策が展開され、結果として公共交通空白地

帯（駅・バス停から 700m 圏外の地区）は一定程度解消された。

・一方、表７の地区が公共交通空白地帯として残されている。

・平成 25 年 11 月現在の公共交通空白地帯解消割合は 73 ％（78 町中 57 町）である。

図２３．天理市の公共交通カバー状況

図２４．天理市西部の公共交通カバー状況
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図２５．天理市北部の公共交通カバー状況

図２６．天理市東部・南部の公共交通カバー状況

注：この図に表示されている新泉町および岸田町の公共交通空白地は田畑等である

表７．残された公共交通空白地帯

北エリア 中之庄町、岩屋町の東部、豊田町の一部

南エリア 竹之内町、萱生町、乙木町、園原町、杣之内町（杣之内住宅、木堂除く）

西エリア 上総町、喜殿町、小田中町、南六条町（元六条・柳生）、小路町、嘉幡町

稲葉町、荒蒔町、中町（トーメン団地の一部）、庵治町の一部

東エリア 藤井町、上仁興町、下仁興町
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*1 天理市社会福祉協議会 http://www.s1.inets.jp/~tc-shakyo/kasidasi_bas.htm

*2 天理市福祉センター http://www.s1.inets.jp/~tc-shakyo/sisetu_tenrisifukusi.htm

４．福祉バス等の状況

・天理市では、次のような福祉バス等を運行している。

① 天理市社会福祉協議会の福祉バス「ふれあい号」
*1

天理市の福祉活動を推進するための福祉目的専用の車いすリフト付バスであり、下記の使

用目的で、各種福祉団体等からの申請により無償運行している。ただし 15 名以上での利

用に限られている。

・市の機関が主催または主管する社会福祉行事

・市内の社会福祉関係団体が主催する行事

・市内の小学校区以上の団体が行う社会福祉を内容とする研修・行事

② 天理市福祉センター送迎バス
*2

市民の健康の保持と教養の向上及びレクリエーションのための便宜を総合的に提供し、も

って市民福祉の増進を図るための施設である「天理市福祉センター」への送迎専用バスで

あり、下記の運行内容により無償運行している。

・天理駅からの直行便・・・２便（日・木曜日）

・柳本バス停から大和神社前、匂田町、天理駅経由便・・・１便（水曜日）

・天理駅から指柳、添上高校、高い病院前、櫟本経由便・・・１便（金曜日）

・近鉄結崎駅から高橋、富堂、天理駅経由便・・・１便（土曜日）

③ 天理市教育委員会バス「山の辺号」

天理市の社会教育活動の円滑な運営と振興を図るために配置している大型バスであり、下

記の使用目的で、各種社会教育団体等からの申請により無償運行をしている。

・市及び教育委員会が主催・主管する行事

・社会教育関係機関・団体が主催する行事

・市議会又は各行政委員会が主催・主管する行事

・その他教育委員会が認めた研修・学習会を伴う行事
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第３章 市民意識および利用者意識の把握

１．意識調査の概要

市民の公共交通の利用状況や意見・要望を把握するために、市民意識調査を実施した。

また、これを補完する目的で、コミュニティバス「いちょう号」の利用者に対する調査を

行った。

（１）市民意識調査の配布対象と配布方法

・15 歳以上の天理市民の中から住民基本台帳によって無作為に抽出した 3000 人に、メー

ル便で配布し、料金着払いの郵送で回収した。

（２）市民意識調査の実施時期

・平成 25 年 9 月

（３）市民意識調査の回収数と回収率

・回収数 1170 票

・回収率 39.0 ％

（４）「いちょう号」の利用者に対する調査方法

・「いちょう号」車内にハガキ形式のアンケート票を設置し、利用者が記入して、車内の

回収ボックスへの投入または料金着払いの郵送にて回収した。

（５）「いちょう号」利用者調査の実施時期

・平成 25 年 10 月

（６）「いちょう号」利用者調査の回数数

・１６票

26



２．市民意識調査結果の概要

・ここでは、市民意識調査結果の概要を整理する。コミュニティバス「いちょう号」に関

する部分においては、利用者調査の結果も併せて整理する。

（１）回答者のプロフィール

・性別では、男性が 41 ％、女性が 59 ％である。

図２７．回答者の性別

・回答者の年齢層は次の通りであり、10 歳代から 80 歳代以上まで、幅広い年齢層から概

ねまんべんなく回答を得ている。

図２８．回答者の年齢
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・回答者の職業は次の通りであり、会社員・公務員、専業主婦、パート・アルバイト、無

職、専業主婦の順となっている。

図２９．回答者の職業

・回答者の住まいを小学校区別に整理すると、次のようになる。

図３０．回答者の住まい（小学校区別）
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（２）運転免許と自動車の保有状況

・運転免許の保有状況は次の通りであり、男性に比べて女性の保有率が低くなっている。

図３１．運転免許証の保有状況（複数回答）

・自動車の保有状況を性別・年齢別にみると、30-50 歳代では男女の保有率に大差はない

が、60 歳以上では男性の保有率に比べて女性の保有率が格段に低い状況となっている。

図３２自動車の保有状況（男女別）
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（３）駅・バス停名称の認知状況と所要時間

・最寄り駅やバス停の名称を知っている人は 17 ％にとどまる。

・最寄り駅やバス停までの所要時間は、5 分以内が 28 ％、10 分以内が 29 ％だが、30 分

以上も２％存在する。

図３３．最寄り駅・バス停名の認知状況

図３４．最寄り駅やバス停までの所要時間
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（４）市民の外出頻度と外出目的

・外出頻度を運転免許の保有・非保有別に見ると、週に４～５回の外出をしている人は、

免許保有者で 85 ％、免許非保有者で 66 ％となっている。

・免許非保有者のうち、17 ％が週に１回程度かそれ未満の外出状況である。

・外出目的は買い物、通勤、娯楽・レクリエーションの順である。

９

図３５．外出頻度

図３６．外出目的（複数回答）
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（５）外出頻度に対する満足状況

・外出頻度を増やしたいかどうかを運転免許の保有・非保有別に見ると、「はい」は免許

保有者で 18 ％、免許非保有者で 27 ％である。

図３７．外出頻度に対する満足状況（免許保有の有無別）

（６）思うように外出できない理由

・思うように外出できない理由を運転免許の保有・非保有別に見ると、免許保有者では「駅

やバス停、乗降所が遠い」「用事がない」「乗換が不便」「その他」の順、免許非保有者で

は「駅やバス停、乗降所が遠い」「用事がない」「その他」「交通費が高い」の順となって

いる。

・思うように外出できない理由を年齢別に見ると、全年齢計では「駅やバス停、乗降所が

遠い」「交通費が高い」「乗換が不便」の順であり、60 歳代以上では「駅やバス停、乗降

所が遠い」「自動車で送迎してくれる人がいない」「交通費が高い」の順となっている。
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図３８．外出できない理由（免許保有の有無別）（複数回答）

図３９．外出できない理由（年齢別）（複数回答）
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（７）JR 桜井線の利用状況と満足度

・JR 桜井線の利用状況は、「利用したことがない」「年に１日程度利用」がそれぞれ 25 ％

ずつで最多となっている。次いで「半年に 1 日程度利用」「２～３ヶ月に 1 日程度利用」

の順である。「週に１日程度」以上利用する人は 10 ％程度である。

図４０．JR 桜井線の利用状況
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・JR 桜井線に対する満足度を見ると、おおむね利用頻度の低さと満足度の低さが連動し

ており、回答者全体のうち 60 点以上をつけた人の割合は 30 ％である。

・高頻度利用層においても、60 点以上をつけた人の割合は「ほぼ毎日利用」で 27 ％、「週

に２～３日程度利用」で 35 ％にとどまっている。

図４１．JR 桜井線の満足度

・JR 桜井線の満足度を高めるための要改善事項を自由記述形式で尋ねた結果を表８に整

理する。運行本数の増加を指摘する人が 615 人に上っている。次いで車両の改善や乗り心

地の改善、終電時刻の繰り下げ、近鉄や他路線との乗り継ぎ改善の順となっている。

表８．JR 桜井線に対する主な改善要望

改善すべき内容 改善の必要性を指摘した人数

増便 615

車両改善・乗り心地（揺れ）対策 83

終電時刻の繰下げ 50

近鉄や JR 他路線との乗継改善 48

駅のバリアフリー化 31

駅の有人化 30

その他(運休や遅延頻度の改善、美化、マナー等） 154
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（８）近鉄天理線の利用状況と満足度

・近鉄天理線の利用状況は、「２～３ヶ月に１日程度利用」「年に１日程度利用」がそれ

ぞれ 17 ％ずつで最多となっている。次いで「月に 1 日程度利用」「年に 1 日程度利用」の

順である。「週に１日程度」以上利用する人は 21 ％程度で、「利用したことがない」人は

８％である。

図４２近鉄天理線の利用状況
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・近鉄天理線に対する満足度を見ると、利用頻度に関わらず、おおむね一定の高い満足度

を得ている。回答者全体のうち 60 点以上をつけた人の割合は 70 ％である。

図４３．近鉄天理線の満足度

・近鉄天理線の満足度を高めるための要改善事項を自由記述形式で尋ねた結果を表９に整

理する。橿原線直通の増加を指摘する人が 385 人、増便を指摘する人が 128、JR との乗り

継ぎ改善を求める人が 63 人の順である。また、前栽駅のバリアフリー化等の改良を望む

人も 19 人いる。

表９．近鉄天理線に対する主な改善提案

改善すべき内容 改善の必要性を指摘した人数

橿原線直通の増加 385

増便 128

JR との乗継改善 63

前栽駅の改良 19

車両改善 16

終電時刻の繰下げ 16

駅員の常時配置 6

その他（駐輪場の整備、値下げ等） 171
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（９）市内の路線バスの利用状況と満足度

・市内の路線バスの利用状況は、「利用したことがない」が 71 ％を占め、次いで「年に１

日程度利用」が 15 ％、「半年に 1 日程度利用」が５％の順である。「週に１日程度」以上

利用する人は２％程度である。

図４４．市内の路線バスの利用状況

・市内の路線バスの満足度を見ると、利用頻度の低さと満足度の低さが連動しており、回

答者全体のうち 60 点以上をつけた人の割合は 21 ％である。

・「利用したことがない」人の満足度は、30 点未満が 66 ％となっている。

図４５．市内の路線バスの満足度
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・路線バスの利用において困っていることを尋ねたところ、「バス停が遠い」が 357 人で

最多となり、次いで「運行本数が少ない」「料金が高い」の順となった。

図４６．市内の路線バス利用で困ること

・市内の路線バスの満足度を高めるための要改善事項を自由記述形式で尋ねた結果を、表

１０に整理する。バス停の遠さをする人が 32 人、情報不足を指摘する人が 19 人の順であ

る。

表１０．市内の路線バスに対する主な改善提案

改善すべき内容 改善の必要性を指摘した人数

バス停が遠い 32

情報がない 19

本数が少ない 13

定時性がない 13

目的地への路線がない 11

運賃が高い 9

車両の改善 7

その他（運転マナー、不便等） 21
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（10）コミュニティバス「いちょう号」の利用状況と満足度

・いちょう号の利用状況は、「利用したことがない」が 94 ％を占める。「週に１日程度」

以上利用する人は２％程度である。

図４７．いちょう号の利用状況

・いちょう号の満足度を見ると、利用頻度の低さと満足度の低さが連動しており、回答者

全体のうち 60 点以上をつけた人の割合は 18 ％である。

・一方で、月に１日程度以上利用する人の満足度は、60 点以上が 62 ％となっている。

図４８．いちょう号の満足度
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・いちょう号の利用において困っていることを尋ねたところ、「バスの情報が少ない」「バ

ス停が遠い」「運行本数が少ない」の順となった。

図４９．いちょう号の利用で困ること

・いちょう号の満足度を高めるための要改善事項を自由記述形式で尋ねた結果を表１１に

整理する。情報不足を指摘する人が 73 人で圧倒的に多い。

表１１．いちょう号に対する主な意見

内容 指摘した人数

知らない・情報不足 73

運行ルートの改善 21

感謝・評価・将来は利用 19

増便 10

積み残しがある 4

その他（若い人は乗りづらい等） 19
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・いちょう号利用者に対し、車内でハガキ形式のアンケート調査票を配布したところ、表

１２のような意見が寄せられた。

表１２．いちょう号利用者の意見

年齢 性別 ご意見 ご意見の要点

感謝 土日 増便 その

評価 運行 ダイヤ 他

80 歳代 女性 費用は値上げしても土日のみ(コース別） ○

70 歳代 女性 バスの時間について、短い時は 40 分買物に十 ○

分な時間がない。

90 歳代 - いつも感謝の気持ちです。お陰様で 90 歳の私 ○

も一人で自立いたして居ります。

70 歳代 女性 運行本数を増発してください。そうすると利用 ○

者はもっと増えると思います。現在であれば行

きはヨイヨイ帰りはコワイです。

70 歳代 女性 乗れるバスがないので。 ○

70 歳代 女性 便数を増やしてほしい。 ○

70 歳代 女性 1 時間に 1 回ぐらいあればと思います。 ○

70 歳代 女性 主人が 8 月に亡くなりました。いつも運転して ○ ○ ○

くれていました。「いちょう号」が頼りです。

同居していても若い人は勤めています。このバ

スは本当にありがたいです。本数と土日も走っ

ていればありがたいです。

40 歳代 男性 乗車の回数が１～２本増すとよい。 ○

40 歳代 男性 1 日乗り放題切符 ○

- - 運転者が親切。よい。 ○

- - 早朝、終わり時間を長くしてほしい。回数も多 ○

く。

- - 大和郡山市・天理市のコミュニティバスが接便 ○

されたらもっと利用する。

- - いつもありがとうございます。 ○

- - ありがたいです。 ○

- - 土日あれば大変。結構ですが、贅沢は申しませ ○

ん。今日は市役所行きです。

- - 満足以上感謝して居ります。贅沢は申せません ○ ○

が、土日も乗せてもらえれば？少々お金が上が

ってもと思うのは私一人ではないと思います。
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（11）デマンド型乗合タクシー「ぎんなん号」の利用状況と満足度

・ぎんなん号の利用状況は、「利用したことがない」が 96 ％を占める。

図５０．ぎんなん号の利用状況

注：四捨五入しているため、図に表示された数値の合計は 100 にならない

・ぎんなん号の満足度を見ると、回答者全体のうち 60 点以上をつけた人の割合は 14 ％で

ある。

・一方で、「利用したことがある」人の満足度は、60 点以上が 63 ％となっている。

図５１．ぎんなん号の満足度
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・ぎんなん号の利用において困っていることを尋ねたところ、「ぎんなん号の情報が少な

い」との回答が圧倒的に多い結果となった。

図５２．ぎんなん号の利用で困ること
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・ぎんなん号に対する運行地域住民からの意見を表１３に整理する。「知らなかった」「よ

く知らない」といった意見が多く見られ、ぎんなん号に関する情報提供の必要性が感じら

れる。

表１３．ぎんなん号に対する運行地域住民からの意見

回答者 ご意見

庵治町 30 歳代 男性 未だ、利用した事がない。

庵治町 40 歳代 女性 このアンケートが届いて知った。

庵治町 40 歳代 女性 知りませんでした。

庵治町 50 歳代 女性 必要を感じなかった。

庵治町 60 歳代 男性 乗降場所がすぐ近くで将来は大いに利用したい。

庵治町 70 歳代 男性 もっと乗合タクシーのＰＲを。

武蔵町 60 歳代 男性 帰り時間未定の為予約出来ない。

福住町 10 歳代 男性 確か、通勤、通学は使えないと聞きましたが…月に何回までな

ら良いとかにならないかなあと思いました。

福住町 30 歳代 女性 その制度を知りませんでした。

福住町 40 歳代 女性 自家用車がある為利用しません。

檜垣町 40 歳代 男性 乗合タクシーとは？？？。

檜垣町 40 歳代 男性 私は１回も利用したことがありませんが、人によってはどうし

ても必要だと考える方もおられると思います。

檜垣町 40 歳代 女性 乗ったことがないので。

櫟本町 20 歳代 男性 知らない。

櫟本町 20 歳代 男性 利用なし。

櫟本町 30 歳代 男性 存在事体を知らない。

櫟本町 30 歳代 女性 利用したことないからわからない。

櫟本町 30 歳代 女性 乗合タクシーの運行がない。

櫟本町 30 歳代 男性 利用した事はないが、乗降所が少ない様に感じます。

櫟本町 30 歳代 男性 そもそも路線がない。

櫟本町 30 歳代 男性 利用したことが無いため採点不可能。

櫟本町 30 歳代 女性 利用の仕方がわからない（情報不足）。

櫟本町 30 歳代 男性 使い方がわからない。

櫟本町 30 歳代 女性 利用したことがないので、よく知りません。

櫟本町 30 歳代 男性 利用したことがなく、よく知らないため。

櫟本町 30 歳代 女性 自分で車を運転するため必要性を全く感じない。

櫟本町 40 歳代 女性 檪本の不便な所に住んでいるので駅も遠いしバス停もない。年

とっても外出、出来るように交通の便をよくしてほしい。

櫟本町 40 歳代 女性 あるのも知らなかったのでわからない。

櫟本町 40 歳代 男性 わからない。

櫟本町 40 歳代 男性 乗降所をつくったが、乗合タクシーそのもののＰＲが少ないた

め、また自家用車を利用する人が多いので地域によっては不用

であると思う。

櫟本町 50 歳代 女性 利用した事かないのでわかりませんが、市民の人たちにあまり

知られていない様に思います。

櫟本町 50 歳代 男性 利用しないので記入できません。

櫟本町 50 歳代 女性 ぎんなん号についての詳しいことがわからない。

櫟本町 50 歳代 女性 利用してないのでわからない。

櫟本町 70 歳代 女性 使いかってが悪いと思う、年寄りには、無理だと思う。
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第４章 天理市地域公共交通総合連携計画

１．地域公共交通の活性化及び再生の総合的かつ一体的な推進に関する基本的な方針

（１）基本的な方針

天理市では、「誰もが安心してくらせる街」や「にぎわい、つながる街空間」を目指し

て、高齢者の日常生活サポートの充実や、天理駅前の活性化、市民の満足度と利便性の向

上を最優先としたインフラ整備等の施策展開を図ろうとしているところである。

こうした施策を推進する上で不可欠となるのが、地域住民の自立した日常生活及び健康

づくり・学習活動・ボランティア活動等の社会生活を確保するための利便性の高い地域公

共交通網である。活力ある都市活動の実現や交通に係る環境への負荷の低減を図るために

も、地域公共交通の活性化及び再生の推進は、本市にとって引き続き極めて重要な課題で

あると考えられる。

本市では平成 20 年 4 月に第１次「天理市地域公共交通総合連携計画」を策定し、「市内

における公共交通空白地帯の解消割合（市内全町のうち解消した町の割合）を５割とする」

との数値目標を掲げ、その実現に向けてコミュニティバス「いちょう号」の運行や、デマ

ンド型乗合タクシー「ぎんなん号」の実証運行を中心に施策を展開してきた。その結果、

計画期間満了を前にした平成 25 年 11 月現在、市内における公共交通空白地帯の解消割合

は 73 ％（78 町中 57 町）に達し、目標数値を上回る成果を挙げている。

一方で、東部中山間地域で運行している路線バスの運行頻度は 1 日片道３～４便程度と

低く、利用離れが進んでいる。また、天理都祁線と天理桜井線については、平成２４年１

０月、奈良交通(株)より、行政からの支援なしでは維持が困難であるとの申し入れがあり、

路線の存続や新たな交通サービスの転換を含めた運行効率化について、奈良県地域交通改

善協議会において検討を進めている。天理市内を運行する鉄道についても路線間の乗り継

ぎ利便性の向上や施設のバリアフリー化等に課題を抱え、近鉄天理駅や JR 天理駅を含む

５つの駅において利用者が減少している。今後は、急激な少子高齢化の進展や、モータリ

ゼーションの進行に伴い、天理市地域公共交通の維持活性化の困難さは次第に増すものと

考えられる。

以上を踏まえ、次の事項を、基本的な方針とし、引き続き地域公共交通の活性化及び再

生に向けた計画的な取り組みを推進する。

・市全域に拡がった地域公共交通ネットワーク全体の活性化及び再生と、地域特性に応

じ需要に見合った効率的な維持確保を推進する。

・これにより、公共交通空白地帯の解消、高齢者・障がい者・免許非保有者など交通弱

者の利便性の向上、病院・スーパー・公共施設などへのアクセスの向上、自家用車か

ら公共交通機関への転換の促進、既存公共交通機関への乗り継ぎ利便の向上など、高

品質な公共交通を軸とした住みやすいまちづくり・訪れやすいまちづくりを実現し、

地域公共交通の利用増と市民の満足度向上を目指す。

・地域住民、公共交通事業者、関係行政機関等の関係者が一体となり、総合的に検討し

ながら、地域公共交通の活性化及び再生に総力で取り組み、適切に見直しながら、よ

りよい状況を実現する。
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２．計画区域

計画の対象区域は、天理市全域とする。

３．計画の目標

（１）計画目標

① 公共交通空白地帯の解消とその状況の継続

市内における公共交通空白地帯の解消割合は７割に達しているが、この割合をさらに高

める。また、公共交通空白地帯の解消状況を継続するため、地域公共交通ネットワークの

利用者増と効率性向上に取り組み、市民生活の中に定着させる。市民意識調査の結果より、

路線バス・コミュニティバス・デマンド型乗合タクシーについては市民への情報発信に課

題があることから、広報活動を大幅に強化する。また、奈良県地域交通改善協議会での協

議対象となっている広域バス路線の新しい運行維持方策について、天理市および隣接市町

のコミュニティバスやデマンド型乗合タクシーとの連携・活用を含めて検討する。

② 交通弱者の利便性の向上と社会参加の促進

交通弱者とされる高齢者・障がい者・免許非保有者など、誰もが利用しやすい公共交通

ネットワークの整備・充実を図り、利用を促進することを通じて、外出の機会を増やし、

社会的排除を解消する。

③ 中心市街地、公共施設へのアクセスの向上

市民意識調査の結果より、外出目的として買い物が顕著に多く、娯楽・レクリエーショ

ンや通院を目的とする外出も多いことから、中心市街地の商業施設や病院、市役所等への

アクセスの向上を図る。

④ 交通由来の環境負荷の低減

公共交通は、自家用自動車と比べて二酸化炭素の排出量が少なく環境負荷が小さいこと

から、自家用車から公共交通機関への転換や、交通総量の抑制を図り、環境負荷の低減と

交通渋滞の緩和を実現する。

⑤ 市の公共交通幹線である鉄道網の利便性向上と利用促進

市内７駅中、近鉄天理駅や JR 天理駅など５つの駅で利用者が減少している。市民意識

調査の結果より、JR 桜井線については増便や乗り心地対策等、近鉄天理線については直

通運転の増加や増便、天理総合駅における JR と近鉄との乗り継ぎ利便性向上等を求める

意見が強い。また、バリアフリー化など駅設備の改良を望む意見も多数寄せられている。

本計画では、市の公共交通幹線である鉄道網の利便性向上と利用促進に取り組み、市民の

満足度の向上を図る。これと併せて、鉄道とバス、自転車や自家用車との連携を強化する。
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（２）数値目標

第１次天理市地域公共交通総合連携計画では、公共交通空白地帯を解消することで公共

交通のサービス水準や利便性の向上などを目指すとの考えから、「公共交通空白地帯の解

消割合」に関する数値目標を設定した。

これに対し、第２次天理市地域公共交通総合連携計画では、公共交通空白地帯の解消に

向けて引き続き取り組むとともに、鉄道や路線バスを含めた天理市地域公共交通全体の品

質向上と効率的な運営に取り組み、公共交通に対する市民の満足度向上と利用増を目指す。

このため、本計画の数値目標を次のように設定する。

表１４．本計画の達成目標

現状 目標

1 市内における公共交通空白地帯の解消割合 ７２％ １００％

（市内全町に対する解消した町の割合） （平成 25 年 11 月） （本計画満了年度）

（公共交通空白地帯とは、駅・バス停・

乗降所から概ね半径 700m 圏外とする）

2 公共交通に対する市民の満足度 JR 桜井線 30 ％ JR 桜井線 40 ％

（意識調査で 100 点満点中 60 点以上を 近鉄天理線 70 ％ 近鉄天理線 80 ％

つけた回答者の割合） 市内路線バス 21 ％ 市内路線バス 30 ％

（平成 25 年 9 月） （本計画満了年度）

3 コミュニティバス・デマンド型乗合タクシ いちょう号 38.87 人 いちょう号 50 人

ーの利用者数（１日当たり） ぎんなん号 8.58 人 ぎんなん号 20 人

（平成 24 年度） （本計画満了年度）

４．計画期間

本計画の期間は５年（平成 26 年度～平成 30 年度）とする。

48



５．本計画に位置づける事業

◎重点的に取り組む事業

①コミュニティバスの継続的運行

②デマンド型乗合タクシーの運行区域拡大

③公共交通の広報・利用促進活動

④鉄道・路線バスの満足度向上に向けた施策展開

⑤主要駅とその周辺エリアの面的なバリアフリー化

①天理市コミュニティバス運行事業 ■実施主体：天理市地域公共交通活性化協議会

公共交通空白地帯の解消等を目的として平成 21 年から運行されている天理市コミュニ

ティバス「いちょう号」の運行を継続し、利用者の増加を図る。

市民意識調査より、積み残しの発生を指摘する意見や、増便、経路の見直しなどを求め

る意見が複数あることから、利用実態の調査・分析を綿密に行い、地域住民や運行受託事

業者との協働のもとで、適切に見直しつつサービスの改善を図っていく。また、土日祝日

の運行の妥当性や、隣接市町との連携による利便性向上・経費削減の可能性について検討

する。さらに、いちょう号の付加価値を高めるため、多方面での活用を検討する。

・想定する国・県の支援制度 国土交通省 地域公共交通確保維持改善事業

奈良県 安心して暮らせる地域公共交通確保事業

②天理市デマンド型乗合タクシー運行事業

■実施主体：天理市地域公共交通活性化協議会

公共交通空白地帯の解消等を目的として平成 24 年から実証運行している天理市デマン

ド型乗合タクシー「ぎんなん号」を本格運行に転じ、東西南北各エリアにおいて運行区域

を拡大し、適切に見直しつつ、公共交通空白地帯の解消を図るとともに、地域住民や運行

受託事業者との協働のもとで利用促進活動を実施する。また、隣接市町との連携による利

便性向上・経費削減の可能性や、ぎんなん号によるバス路線の代替可能性について検討す

る。さらに、ぎんなん号の付加価値を高めるために、多方面での活用を検討する。

・想定する国・県の支援制度 国土交通省 地域公共交通確保維持改善事業

奈良県 安心して暮らせる地域公共交通確保事業
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③公共交通の広報・利用促進活動 ■実施主体：天理市、各交通事業者、市民

市民意識調査から、路線バス・コミュニティバス・デマンド型乗合タクシーに関する市

民への情報提供における問題点の大きさが明らかとなった。

本計画では、市の広報や SNS、ウェブサイト等を活用した利用体験共有型の広報を行

う。さらに、市内の各交通機関が連携した広報活動や利用促進活動に取り組む。また、パ

ンフレット・乗り方案内・総合時刻表等の作成や、地域住民・通勤通学者・学校・各種事

業所等を対象としたモビリティ・マネジメント（懇切丁寧な情報提供により人々の意識と

行動の転換を図る技法）、公共交通利用促進のためのシンポジウム等に取り組む。

・想定する国の支援制度 国土交通省 地域公共交通確保維持改善事業のうち、地域協働

推進事業費補助金

④鉄道・路線バスの満足度向上に向けた施策展開 ■実施主体：天理市、各交通事業者

本市の鉄道では近鉄天理駅や JR 天理駅など５つの駅で利用者の減少が見られる。また、

市民意識調査では市内の路線バスを「利用したことがない」との回答が 71 ％、「年に１日

程度利用」との回答が 15 ％を占めるなど、路線バスの利用率も低迷している。

このような中で、市民意識調査より、近鉄天理線の満足度を 60 点以上とした回答者が 70

％に達しているものの、JR 桜井線の満足度を 60 点以上とした回答者は 30 ％、市内路線

バスの満足度を 60 点以上とした回答者は 21 ％にとどまる。その背景には便数や乗り心地、

バリアフリー化の遅れ、乗り継ぎ利便性の低さなど様々な要改善課題があるため、各種関

係機関及び鉄道・路線バス事業者と満足度向上に向けた、以下の「満足度向上に向けて想

定される事業」の実施について協議を行う。

表１５．満足度向上に向けて想定される事業

鉄道利便性向上 JR・近鉄の乗り継ぎ利便性向上

利用促進のための情報提供

増便・直通・乗り心地改善策等の検討

駅設備の改善

自家用車・自転車・バス等との連携強化

路線バス利便性 利用促進のための情報提供

向上 バス停設備の改善

定時性確保・増便等の検討

広域バス路線の維持方策や代替手段の検討

鉄道・路線バス 駅の魅力づくり

の魅力づくり 列車の魅力づくり

路線バスの魅力づくり

・想定する国の支援制度 国土交通省 地域公共交通確保維持改善事業
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⑤主要駅とその周辺エリアの面的なバリアフリー化

■実施主体：天理市、各交通事業者

天理市には、1 日 3000 人以上の乗降客数を有する鉄軌道駅が４駅ある（近鉄天理、JR

天理、近鉄二階堂、近鉄前栽の各駅）。これらの駅は中心市街地に存在することや、本市

の高齢化率が２０％を突破してなお上昇中であること、中心市街地への高齢者の集中、ベ

ビーカーなど子育て支援の観点も考慮して、これらの駅周辺のバリアフリー化を、各種関

係機関及び鉄道事業者に働きかけるものとする。

・想定する国・県の支援制度 国土交通省 地域公共交通確保維持改善事業のうち、地域

公共交通バリア解消促進等事業

国土交通省 その他のバリアフリー関連の支援制度

奈良県 鉄道駅バリアフリー整備事業
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６ 全体事業スケジュール

本計画の全体事業スケジュールは次の通りとし、PDCA サイクルのもと、定期的に評価・検討・見直しを行う。

表１６．事業と実施スケジュール

スケジュール

本計画に位置づける事業 平成 26 年度 平成 27 年度 平成 28 年度 平成 29 年度 平成 30 年度

天理市コミュニティバ 運行の継続と利用促進

ス運行事業

利用実態調査・分析とサービス改善の検討・実施

土日祝日の運行妥当性の検討

隣接市町との連携による利便性向上・経費削減の可能性の検討

多方面での活用による付加価値向上の検討と実施

天理市デマンド型乗合 本格運行の開始と適切な見直しによる公共交通空白地帯の解消

タクシー運行事業

地域住民や事業者との協働による利用促進活動

隣接市町との連携による利便性向上・経費削減の可能性の検討

路線バス天理都祁線（苣原経由）の代替可能性の検討

多方面での活用による付加価値向上の検討と実施

公共交通の広報・利用 モビリティ・マネジメントによる意識啓発と行動転換

促進活動

公共交通利用促進のためのシンポジウム等

各交通機関連携型広報や利用体験共有型広報など、各種の広報・利用促進活動

鉄道・路線バスの満足 鉄道利便性の向上に関する協議と施策展開

度向上に向けた施策展

開 路線バスの利便性の向上に関する協議と施策展開

鉄道・路線バスの魅力づくりに関する協議と施策展開

主要駅とその周辺エリ 実態の把握と関係機関及び鉄道事業者への働きかけ

アの面的なバリアフリ

ー化
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